
菊地副士長が
全国消防救助技術大会で入賞

消防 information

町消防本部の菊地航平副士長が、
７月20日に宮城県で行われた「東北
地区支部消防救助技術指導会・水上
の部」に秋田県代表として出場し、
水中の行方不明者の捜索を想定した
「複合検索」の種目で第３位の成績
を収めました。
８月26日には、東京都で開催され
た「全国消防救助技術大会」へ出場
し、同種目で16位入賞となりました。
菊地副士長は、「町民の皆さまか
ら頼られる消防職員になれるよう、
今後も精いっぱい努力していきた
い」と話していました。

命を救うための救命リレー	 五城目消防署　指導救命士　舘岡　雅志さん 自ら進んで行動したい 繋げる命に手をのばす
突然の心停止は、世界中で主な死因のひとつで
す。尊い命を救うためには、現場に居合わせた皆
さんによる心停止の早期認識と通報、そして、救
急車が到着するまでの間の応急手当が非常に重要
となります。皆さんは、この講習を通じて「命の
大切さ」を考えるとともに、誰かの心臓が突然止

まったら「救命のために何をすればいいか」「自
分たちにもできること」を学びました。突然、目
の前で人が倒れても勇気をもって行動してくださ
い。皆さんは、命を救うための救命リレーの第１
走者です。そして、私たち救急隊へ命を救うため
のバトンを繋いでください。

自ら積極的に助けようとする意識
が大切だと感じました。倒れている
人がいた時は、今回習ったことを思
い出しながら冷静に対応をし、周囲
の方々と協力しながら、命を救うた
めの行動に努めたいです。

今回の講習を通じて、救命処置の
重要性や現場でとるべき行動を学ぶ
ことができ、私たちの手はすでに命
を繋げるものになっています。「命
を繋ぐ」この手を、決して無駄にし
てはいけないと感じました。

インタビュー①／命を救う最前線で働く「救急救命士」 インタビュー②／応急手当講習に参加して
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AEDを用いた救命処置などを実践し、命を救うための周囲との連携、技術・知識を身に付けました。　　

「強く、早く、絶え間なく」を意識しながら、胸骨圧迫（心臓マッサージ）に
よる救命処置を学びました。

五城目消防署の署員と町の女性消防団員の方々が、それぞれの班で生
徒たちへ細かな指導やアドバイスを行いました。

原田　⃞⃞さん
五城目一中３年

大塚　⃞⃞さん
五城目一中３年
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